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(1) 65 酸又はアルカリにより表面処理施設、66 電気めっき施設 

① 特定施設（有害物質貯蔵指定施設）設置（使用、変更）届出(様式第１) 

ア 記入例 

様式第１（第３条関係）（表面） 

ａ 

特定施設（有害物質貯蔵指定施設）設置（使用、変更）届出書 

                                 ｃ 

年  月  日 

 

  〇〇地域振興局長 様 

                      ｄ 

〇〇株式会社 

                      届出者 〇〇市□□町 1234 番地 

                          代表取締役 〇〇 〇〇 

                          電話：〇〇〇－〇〇〇－〇〇〇〇 

         ｂ 

  水質汚濁防止法第５条第１項、第２項又は第３項（第６条第１項又は第２項、第７条）の規定に 

より、特定施設（有害物質貯蔵指定施設）について、次のとおり届け出ます。 

工場又は事業場の名称 ｅ 〇〇株式会社〇〇事業所 ※整理番号  

工場又は事業場の所在地 
ｆ 〒〇〇〇－〇〇〇〇 

  〇〇郡〇〇村 5678 番地 
※受理年月日 年  月  日 

第
５
条
第
１
項
関
係 

特定施設の種類 

ｇ 65 酸又はアルカリによ

る表面処理施設 

  66 電気めっき施設 
※施設番号  

有害物質使用特定施設の該当の

有無 
ｈ 有 ✓  無 ✓ ※審査結果  

△特定施設の構造 別紙１のとおり ※備 考  

△特定施設の設備（有害物質使

用特定施設の場合に限る。） 
別紙１の２のとおり 

△特定施設の使用の方法 別紙２のとおり 

△汚水等の処理の方法 別紙３のとおり 

△排出水の汚染状態及び量 別紙４のとおり 

△排出水の排水系統別の汚染状

態及び量 
別紙５のとおり 

△排出水に係る用水及び排水の

系統 
別紙６のとおり 

第
５
条
第
２
項
関
係 

有害物質使用特定施設の種類 ｉ 

△有害物質使用特定施設の構造 別紙７のとおり 

△有害物質使用特定施設の使用

の方法 
別紙８のとおり 

△汚水等の処理の方法 別紙９のとおり 

△特定地下浸透水の浸透の方法 別紙 10 のとおり 

△特定地下浸透水に係る用水及

び排水の系統 
別紙 11 のとおり 
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  様式第１ （裏面） 

第
５
条
第
３
項
関
係 

有害物質使用特定施設又は有害

物質貯蔵指定施設の別 

ｊ□ 有害物質使用特定施設 

□ 有害物質貯蔵指定施設 

  

△有害物質使用特定施設又は有

害物質貯蔵指定施設の構造 
別紙 12 のとおり 

△有害物質使用特定施設又は有

害物質貯蔵指定施設の設備 
別紙 13 のとおり 

△有害物質使用特定施設又は有

害物質貯蔵指定施設の使用の

方法 

別紙 14 のとおり 

△施設において製造され、使用

され、若しくは処理される有

害物質に係る用水及び排水の

系統又は施設において貯蔵さ

れる有害物質に係る搬入及び

搬出の系統 

別紙 15 のとおり 

 

 備考 １ 特定施設の種類の欄及び有害物質使用特定施設の種類の欄には、令別表第一に掲げる号番号 

及び名称（指定地域特定施設にあつては、名称）を記載すること。 

    ２ 有害物質使用特定施設の該当の有無の欄には、該当するものにレ印を記入すること。なお、 

     有害物質使用特定施設に該当しない場合には、別紙１の２を提出することを要しない。 

    ３ 有害物質使用特定施設又は有害物質貯蔵指定施設の別の欄には、該当する施設にレ印を記入 

     すること。 

    ４ △印の欄の記載については、別紙によることとし、かつ、できる限り、図面、表等を利用す 

     ること。 

    ５ ※印の欄には、記載しないこと。 

    ６ 排出水の排水系統別の汚染状態及び量については、指定地域内の工場又は事業場に係る届出 

     所に限つて欄を設けること。 

    ７ 変更届出の場合には、変更のある部分について、変更前及び変更後の内容を対照させること。 

    ８ 届出書及び別紙の用紙の大きさは、図面、表等やむを得ないものを除き、日本産業規格Ａ４ 

     とすること。 

 

 

イ 記入上の注意 

ａ 届出の種類   ｂ 該当条項 

届出の内容により、不要な部分を二重線で抹消してください。 

（参考）法第５条第１項 工場・事業場から公共用水域に水を排出する者が、特定施設を設置しようとする場合 

     第５条第２項 工場・事業場から地下に有害物質使用特定施設に係る汚水等（これを処理したものを

含む。）を含む水を浸透させる者が、有害物質使用特定施設を設置しようとする場合 

     第５条第３項 上記以外の者が有害物質使用特定施設を設置しようとする場合又は有害物質貯蔵指

定施設を設置しようとする場合 

     第６条第１項 従来、特定施設等でなかった施設が特定施設等に指定された場合 

    第６条第２項 指定地域において、従来、指定地域特定施設でなかった施設が指定地域特定施設に指

定された場合等 

     第７条    第５条又は第６条の届出をした者が、届出事項を変更する場合 

ｃ 届出年月日 

地域振興局へ届出書を提出する日付を記入してください。 
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ｄ 届出者  

個人営業にあっては、営業者の住所・氏名・電話番号を記入してください。 

法人の場合は、法人名・本社の所在地・代表者氏名・電話番号を記入してください。代表

権を有しない工場長等が届け出する場合は、工場等の名称・工場等の所在地・代理人役職名

及び氏名・電話番号を併記してください。この場合、代表者からの委任状（様式任意）が必

要となります。 

ｅ 工場又は事業場の名称 

当該届出に係る工場又は事業場の名称を記入してください 

ｆ 工場又は事業場の所在地 

当該届出に係る工場又は事業場の所在地を記入してください 

ｇ 特定施設の種類 

当該届出に係る特定施設の種類を、政令別表第１（p.53 参照）に掲げる番号及び名称から

選んで記入してください。 

複数の業種を兼ねる事業場の場合は、該当するもの全てを記入してください。 

ｈ 有害物質使用特定施設の該当の有無 

該当するものに✓印を記入してください。なお、有害物質使用特定施設に該当しない場合

には、別紙１の２を提出する必要はありません。 

ｉ 有害物質使用特定施設の種類 

当該届出に係る有害物質使用特定施設の種類を、政令別表第１（p.53 参照）に掲げる号番

号及び名称から選んで記入してください。 

ｊ 有害物質使用特定施設又は有害物質貯蔵指定施設の別 

該当するものに✓印を記入してください。 

※「別紙○のとおり。」という記載について、別紙の添付のないものについては適宜削除し

てください。 
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② 特定施設の構造（別紙１） 

ア 記入例 

 別紙１ 

特定施設の構造 

  

工場又は事業場における

施 設 番 号 
ａ      Ｂ－１ Ｂ－２ 

特定施設番号及び名称 

ｂ  

65 酸又はアルカリによる表

面処理施設 

66 電気めっき施設 

型 式 

ｃ 

浸漬式 

  （△△△社製 ＣＭ－５） 

全自動バレル回転式 

（△△△社製 ＺＢ－Ａ１） 

構 造 

ｄ  

  鉄製、内部を塩化ビニールライ

ニング 

（構造図は資料〇のとおり） 

  鉄製、内部を塩化ビニールライ

ニング 

（構造図は資料〇のとおり） 

主 要 寸 法 

ｅ 

槽寸法 

  ・酸浸槽 1m×1m×1.5m×１槽 

装置全体で１ｍ×10ｍ×1.5ｍ 

（各槽の寸法は資料〇のとおり） 

能 力 
ｆ 

ねじ 3,000 個／日 
ねじ 5,000 個／日 

配 置 

ｇ 

めっき工場棟１階 

（配置は、資料〇のとおり） 

めっき工場棟１階 

（配置は、資料〇のとおり） 

設 置 年 月 日 ｈ      年  月  日 年  月  日 

工 事 着 手 予 定 年 月 日 ｉ   令和２年 ９月２４日 令和２年 ９月２４日 

工 事 完 成 予 定 年 月 日 ｊ   令和２年１１月３０日 令和２年１１月３０日 

使 用 開 始 予 定 年 月 日 ｋ   令和２年１１月３０日 令和２年１１月３０日 

そ の 他 参 考 と 

な る べ き 事 項 

ｌ 

床面は厚さ 100mm のコンクリート、 

周囲に側溝を設け、有害物質の流出

を防止 

床面は厚さ 100mm のコンクリート、 

周囲に側溝を設け、有害物質の流出

を防止 

 備考 １ 配置の欄には、当該特定施設及びこれに関連する主要機械又は主要装置の配置を記載するこ 

     と。 

    ２ その他参考となるべき事項の欄には、当該特定施設が有害物質使用特定施設に該当する場合 

     には、施設の床面及び周囲の構造等を記載すること。 
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イ 記入上の注意 

ａ 工場及び事業場における特定施設の番号 

当該届出に係る工場又は事業場内の特定施設全てに通し番号を付け、その番号ごとに記入

してください。また、添付すべき特定施設内の配置図にそれぞれ対応する通し番号を記入し

てください。 

なお、同一構造のものが複数設置されている場合は、まとめて記入して構いません。 

ｂ 特定施設号番号及び名称 

当該届出に係る（有害物質使用）特定施設の号番号及び名称を、政令別表第１（p.53 参照）

から選んで記入してください。 

ｃ 特定施設の型式 

当該届出に係る（有害物質使用）特定施設のメーカー名、呼称、型式、年式、形状等を記

入してください。 

ｄ 特定施設の構造 

当該届出に係る（有害物質使用）特定施設の主な部分の構造を記入し、構造図又はカタロ

グを添付してください。 

ｅ 特定施設の主要寸法 

当該届出に係る（有害物質使用）特定施設の大きさ、容量等を単位付きで記入し、同一の

施設が複数ある場合には、その数も記入してください。 

ｆ 特定施設の能力 

当該届出に係る（有害物質使用）特定施設の時間当たり又は１日当たりの原材料処分能力、

生産能力等を重量、数、容積等により記入してください。 

ｇ 配置 

当該届出に係る（有害物質使用）特定施設の配置を記入し、配置図等を添付してください。 

ｈ 設置年月日 

使用届出の場合、当該届出に係る（有害物質使用）特定施設の設置年月日を記入してくださ

い。 

特定施設の設置の届出及び特定施設の構造等の変更の届出の場合には、記入不要です。 

ｉ 着手予定年月日  ｊ 完成予定年月日  ｋ 使用開始予定年月日 

設置届出又は構造等変更届出の場合、当該届出に係る（有害物質使用）特定施設の着手、

完成、使用開始のそれぞれの予定日を記入してください。 

なお、届出が受理された日から 60 日を経過した後でなければ、特定施設を設置し、又は

その届出に係る特定施設の構造若しくは使用の方法若しくは汚水等の処理の方法を変更で

きません。 

ｌ その他参考事項 

その他当該届出に係る（有害物質使用）特定施設の構造について、参考となるべき事項が

あれば記入してください。なお、有害物質使用特定施設に該当する場合には、施設の床面及

び周囲の構造等を記載してください。防液堤等については、可能な場合には容量を記載して

ください。 

※ 構造変更届出にあっては、変更しようとする事項について、変更前と変更後の内容を対照で

きるように記入してください。 

※ 当該届出に係る（有害物質使用）特定施設及びこれに関連する主要機械又は主要設備の配

置図等を添付してください。 
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③ 特定施設の設備（別紙１の２） 

  ア 記入例 

 別紙１の２ 

特定施設の設備 

 

工場又は事業場における

施 設 番 号 
Ｂ－１ Ｂ－２ 

特定施設番号及び名称 
65 酸又はアルカリによる表面

処理施設 
66 電気めっき施設 

設 備 ａ 地上配管、排水溝、ためます 排水溝 

構 造 

ｂ 配管 ステンレス製 

  排水溝、ためます 

コンクリート製、厚さ 50mm 

コンクリート製、厚さ 50mm 

主 要 寸 法 

ｃ 配管 直径 100mm×30ｍ 

  排水溝  

幅 300mm×深さ 200mm×10ｍ 

 ためます 500mm×500mm×400mm 

 コンクリート製、厚さ 50mm 

幅 300mm×深さ 200mm×３ｍ 

（途中でＢ－１の排水溝と合流） 

配 置 
ｄ  めっき工場棟１階 

（配置は、資料〇のとおり） 

めっき工場棟１階 

（配置は、資料〇のとおり） 

設 置 年 月 日 ｈ      年  月  日 年  月  日 

工 事 着 手 予 定 年 月 日 ｉ   令和２年 ９月２４日 令和２年 ９月２４日 

工 事 完 成 予 定 年 月 日 ｊ   令和２年１１月３０日 令和２年１１月３０日 

使 用 開 始 予 定 年 月 日 ｋ   令和２年１１月３０日 令和２年１１月３０日 

そ の 他 参 考 と 

な る べ き 事 項 
  

 備考 １ 有害物質使用特定施設に該当しない場合には、本様式を提出することを要しない。 

    ２ 配置の欄には、当該特定施設の設備の配置を記載すること。 

 

イ 記入上の注意 

ａ 設備 

  施設に付帯する配管等、排水溝等の設備の名称を記載してください。 

ｂ 構造 

  設備の材質を記載するとともに、検知設備を有する場合にはその旨を記載してください。 

ｃ 主要寸法 

  設備のうち、主なものについて寸法を記載してください。 

ｄ 配置 

  建物の名称・位置等を記載するとともに、地下に設置されている場合にはその旨を明記し

てください。 

※ 有害物質を含む水が流れない場合には、構造等に関する基準が適用されないので、その他

参考となるべき事項の欄にその旨を記載すること。 

※ 地下配管（トレンチ）の場合は、トレンチの構造について記載してください。 
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④ 特定施設の使用の方法（別紙２） 

ア 記入例 

 別紙２ 

特定施設の使用の方法 

 

工場又は事業場における 

施 設 番 号 
ａ      Ｂ－１ Ｂ－２ 

特定施設番号及び名称 

ｂ  

65 酸又はアルカリによる表

面処理施設 

66 電気めっき施設 

設 置 場 所 

ｃ 

めっき工場棟１階 

（配置は、資料〇のとおり） 

めっき工場棟１階 

（配置は、資料〇のとおり） 

操 業 の 系 統 

ｄ  

〇〇処理を行う 

（フローは別紙のとおり） 

〇〇めっきを行う 

（フローは別紙のとおり） 

使 用 時 間 間 隔 

ｅ 

 週に２～３日程度使用し、使用

時間帯は不規則 

10 時～16 時 

１日当たりの使用時間 ｆ          ４時間 ６時間 

使 用 の 季 節 変 動 
ｇ 

なし 

６月～７月 100％稼働 

12 月～１月 30％稼働 

その他   70％稼働 

原材料（消耗資材を含む。）

の種類、使用方法及び１日

当 た り の 使 用 量 

ｈ ＜前処理工程＞ 〇〇 

  ＜〇〇処理＞  □□ 

＜前処理工程＞ 〇〇 

＜〇〇処理＞  □□ 

汚

水

等

の

汚

染

状

態 

種類・項目 通 常 最 大 通 常 最 大 

ｉ   ｐＨ 3.0 3.0 3.5 3.5 

亜鉛 15 mg/L 25 mg/L 15 mg/L 25 mg/L 

クロム 15 mg/L 45 mg/L 15 mg/L 45 mg/L 

六価クロム 15 mg/L 45 mg/L 15 mg/L 45 mg/L 

     

     

汚水等の量（m3／日） 

通 常 最 大 通 常 最 大 

ｊ   1.5 3.5 1.5 3.5 

そ の 他 参 考 と 

な る べ き 事 項 
ｋ 使用有害物質：六価クロム 使用有害物質：六価クロム 

 備考 汚水等の汚染状態の欄には、当該特定事業場の排出水に係る排水基準に定められた事項について 

   記載すること。 
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イ 記入上の注意 

ａ 工場又は事業場における特定施設の番号  ｂ 特定施設号番号及び名称 

別紙１に同じ。 

ｃ 設置場所 

当該届出に係る工場又は事業場に係る付近の案内図及び全体の配置図を添付し、特定施設

の設置場所を明示してください。 

ｄ 操業の系統 

当該届出に係る（有害物質使用）特定施設を含む操業系統（フローシート）を明示してく

ださい。 

ｅ 時間間隔 

当該届出に係る（有害物質使用）特定施設を継続的に使用する場合、その時間間隔を記入

してください。 

ｆ １日当たり使用時間 

当該届出に係る（有害物質使用）特定施設の通常の状態における実使用時間を記入してく

ださい。 

ｇ 使用の季節的変動 

当該届出に係る（有害物質使用）特定施設の使用において季節変動がある場合、その状況

を記入してください。 

ｈ 原材料（消耗資材を含む。）の種類、使用方法及び１日当たりの使用量 

当該届出に係る（有害物質使用）特定施設を含む作業工程において使用する、全ての原材

料（消耗資材を含む。）の種類、具体的な使用方法及び１日当たりの平均使用量を記入してく

ださい。 

ｉ 汚水等の汚染状態 

政令により、排水基準が定められている有害物質及び生活環境項目のうち、使用されてい

る原材料、使用薬品の成分等を考慮して、当該届出に係る（有害物質使用）特定施設から排

出される汚水又は廃液に含まれているものについて、通常値及び最大値を記入してください。 

なお、ここに記入すべき汚染状態を表す項目には、その汚水又は廃液が処分されるか否か、

又は循環使用されるか否かにかかわらず記入してください。 

ｊ 汚水等の量 

当該届出に係る（有害物質使用）特定施設から排出される汚水又は廃液の量で、１日当た

りの通常量及び最大量を記入してください。 

なお、ここに記入すべき量には、その汚水又は廃液が処理されるか否か、又は循環使用さ

れるか否かにかかわらず、全量を記入してください。 

ｋ その他参考となるべき事項 

当該届出に係る（有害物質使用）特定施設において、製造・使用・処理している有害物質

等について記入してください。 

 

※ 構造変更届出にあっては、変更しようとする事項について、変更前と変更後の内容を対照で

きるように記入してください。 
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⑤ 汚水等の処理の方法（別紙３） 

ア 記入例 

 別紙３ 

汚水等の処理の方法 

工場又は事業場における 

施 設 番 号 
ａ     処理施設１ 処理施設２ 

処 理 施 設 の 設 置 場 所 ｂ    別紙のとおり 別紙のとおり 

設 置 年 月 日 ｃ     年  月  日 年  月  日 

工 事 着 手 予 定 年 月 日 ｄ  令和２年 ９月２４日 令和２年 ９月２４日 

工 事 完 成 予 定 年 月 日 ｅ  令和２年１１月３０日 令和２年１１月３０日 

使 用 開 始 予 定 年 月 日 ｆ  令和２年１１月３０日 令和２年１１月３０日 

種 類 及 び 形 式 ｇ   連続式排水処理施設 合併処理槽（〇〇社製〇〇型） 

構 造 ｈ    コンクリート造 ＦＲＰ 

主 要 寸 法 ｉ   11ｍ×２ｍ×2.5ｍ ８ｍ×３ｍ×4.2ｍ 

能 力 ｊ     54 m3／日 60 m3／日 

処 理 の 方 法 ｋ     連続式 活性汚泥法 

処 理 の 系 統 ｌ    別紙のとおり 別紙のとおり 

集 水 及 び 導 水 の 方 法 ｍ    ＶＰ管、圧送 ＶＰ管、圧送 

使 用 時 間 間 隔 ｎ     ９時～17 時 終日 

１日当たりの使用時間 ｏ      ８時間 24 時間 

使 用 の 季 節 変 動 ｐ     特になし 特になし 

消耗資材の１日当たりの用

途 別 使 用 量 

ｑ 
（中和）水酸化ナトリウム 2kg/日 
    硫酸      2kg/日 
（クロム還元） 

亜硫酸水素ナトリウム 2kg/日 
（凝集沈殿）ＰＡＣ   20kg/日 

（消毒） 
次亜塩素酸ナトリウム 適量 

汚

水

等

の

汚

染

状

態

及

び

量 

ｒ 

種類・項目 
通 常 最 大 通 常 最 大 

処理前 処理後 処理前 処理後 処理前 処理後 処理前 処理後 

pH 3.3 6.5 3.0 6.5 7.0 7.0 6.5 6.5 

ＢＯＤ（mg/L） 20 5 30 5 200 15 260 25 

ＳＳ（mg/L） 50 10 80 10 150 25 200 40 

亜鉛（mg/L） 15 0.05 25 0.1     

クロム（mg/L） 15 0.05 45 0.1     

六価クロム（mg/L） 15 0.05 45 0.05     

大腸菌群数（個/cm3）     5,000 1,000 10,000 2,000 

量（m3／日） 30 50 20 40 

残さの種類、１月間の種類
別生成量及び処理方法 

ｓ 
廃油 50kg/月、スラッジ 500kg/月、 
脱水後、産業廃棄物として処理 

汚泥 2.0t/月 
バキュームカーによる抜取 

排 出 水 の 排 出 方 法 ｔ 排出口１から公共用水域へ排出 排出口１から公共用水域へ排出 

その他参考となるべき事項 ｕ すべての特定施設から流入  

 備考 １ 汚水等の汚染状態の欄には、当該特定事業場の排出水に係る排水基準に定められた事項につい    

て記載すること。 

    ２ 排出水の排出方法の欄には、排出口の位置及び数並びに排出先を含め記載すること。 
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イ 記入上の注意 

ａ 汚水処理施設の施設番号 

当該届出に係る工場又は事業場内の特定施設の汚水処理に係る施設すべてに通し番号を

付して、その番号ごとに汚水等の処理の方法を記入してください。汚水処理施設としては、

浄化槽やろ過沈殿槽、グリストラップなども含まれます。下水道接続の場合も汚水処理施設

のひとつとして記入してください。 

なお、添付すべき工場又は事業場の建物及び特定施設の配置図にそれぞれ対応する通し番

号を記入してください。 

ｂ 処理施設の設置場所 

当該届出に係る工場又は事業場全体の配置図を添付し、処理施設を明示してください。 

ｃ 設置年月日 

使用届出の場合、当該届出に係る（有害物質使用）特定施設の設置年月日を記入してくだ

さい。 

特定施設の設置の届出及び特定施設の構造等の変更の届出の場合には、記入不要です。 

ｄ 着手予定年月日  ｅ 完成予定年月日  ｆ 使用開始予定年月日 

設置届出又は構造等変更届出の場合、当該届出に係る（有害物質使用）特定施設の着手、

完成、使用開始のそれぞれの予定日を記入してください。 

ｇ 種類及び型式 

当該汚水処理施設の種類、型式等を記入し、汚水等処理施設の性能等を記載した書類を添

付してください。 

例）設計計算書、施設仕様書、型式適合認定書（浄化槽を設置する場合）、実験成績書等 

ｈ 構造 

当該汚水処理施設の構成材料等を記入してください。 

ｉ 主要寸法 

当該汚水処理施設の縦、横、深さ、容量等を単位付きで記入してください。 

ｊ 能力 

当該汚水処理施設の時間当たり又は１日当たりの汚水処理能力等を記入してください。 

ｋ 処理の方法 

「活性汚泥法」「凝集沈殿法」「電気分解法」等の処理の方式を記入してください。 

ｌ 処理の系統 

当該汚水処理施設の処理に係る操業系統図（フローシート）を添付してください。 

ｍ 集水及び導入の方法 

汚水等をどのようにして汚水処理施設に導いているか、その管材や方法等を記入し、集水

及び導水系統を配置図に図示してください。 

ｎ 使用時間間隔 

当該汚水処理施設を使用する時間帯、間隔を記入してください。 

ｏ １日当たりの使用時間 

当該汚水処理施設の通常の状態における１日当たりの使用時間を記入してください。 

ｐ 使用の季節変動 

当該汚水処理施設の使用において季節的変動がある場合その状況を記入してください。 

ｑ 消耗資材の１日当たりの用途別使用量 

当該汚水処理施設について、汚水等を処理するために必要な消耗資材（中和、凝集、酸化
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その他の化学反応に供する薬品等）について、１日当たりの使用量を用途別に記入してくだ

さい。 

ｒ 汚水等の汚染状態及び量 

処理される汚水等について、通常水量及び最大水量を処理の前後別に記入するとともに、

排水基準が定められている有害物質及び生活環境項目のうち、当該汚水処理施設で処理する

ものについて、通常値及び最大値の水質を処理の前後別に記入してください。 

ｓ 残さの種類、１月間の種類別生成量及び処理方法 

汚水の処理によって生ずる汚泥等の１月当たり種類別生成量とその処理の方法を具体的

に記入し、業者委託にあってはその業者の所在地及び名称を参考事項欄に付記してください。 

ｔ 排出水の排出の方法 

工場又は事業場から排出される排出水について、その排出先及び排出方法について記入し

てください。下水道へ排出する場合もその旨を記入してください。 

ｕ その他参考となるべき事項 

別紙１、別紙２の特定施設と当該汚水処理施設の関係等を記入してください。 
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⑥ 排出水の汚染状態及び量（別紙４） 

ア 記入例 

 別紙４ 

排出水の汚染状態及び量 

 

工場又は事業場における 

施 設 番 号 
ａ     排出口１ 排出口２ 

排

出

水

の

汚

染

状

態 

ｂ 

種類・項目 通 常 最 大 通 常 最 大 

pH 7.0 6.5 7.0 7.0 

ＢＯＤ 15 mg/L 25 mg/L   

ＳＳ 25 mg/L 40 mg/L   

亜鉛 0.05 mg/L 0.1 mg/L   

クロム 0.05 mg/L 0.1 mg/L   

六価クロム 0.02 mg/L 0.05 mg/L   

大腸菌群数 1,000 個/cm3 2,000 個/cm3   

排出水の量（m3／日） ｃ 
通 常 最 大 通 常 最 大 

50 90 10 20 

その他参考となるべき事項 

ｄ  

排出口１、２ともに、側溝→〇〇川→△△川→千曲川へ排出 

排出口２は間接冷却水及び雨水の排出口 

 備考 排出水の汚染状態の欄には、当該特定事業場の排出水に係る排水基準に定められた事項について 

   記載すること。 

 

イ 記入上の注意 

ａ 排出口番号 

「工場又は事業場」から公共用水域へ排出される、又は排出されることが考えられるすべ

ての排出口（雨水や湧水が流出する口も含む。）通し番号を付し、その番号ごとに記入してく

ださい。 

ｂ 排出水の汚染状態  ｃ 排出水の量 

当該事業場の一般的な操業状態における、当該排出口からの１日当たりの通常及び最大の

排出量並びに水質の汚染状態を記入してください。 

なお、排出量にあたっては雨水の排出量は平均０m3/日とし、水質にあっては汚水等の性状

に応じた項目を記入してください。また、窒素、燐規制対象湖沼流域（p.59 を参照。）にあ

る平均排水量 50 m3/日以上の事業場については、全窒素、全燐の項目も記入してください。 

ｄ その他参考となるべき事項 

排出水の排水経路、排出の種別等を記入してください。 

 

※ 別紙４により届け出た項目については、排出水の汚染状態の測定が必要です。詳しくは p.51

を参照してください。 

※ 下水道・共同処理施設等へ排出される部分は、排出番号の欄に（参考）と記入しその旨を参

考事項に付記してください。 
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⑦ 用水及び排水の系統（別紙６） 

 ア 用水及び排水の系統（別紙６） 記入例 

 

 

イ 記入上の注意 

ａ 用水及び排水の系統 

当該届出に係る施設の前後の用水及び排水の系統図を記載（別紙添付でも可）し、水量の

ほか、主な水質項目の値を記入してください。 

ｂ 用途別用水使用量 

当該届出に係る工場又は事業場の特定施設ごと及び一般工場水、事業所系に区分し、その

区分名を記入してください。また、当該用途区分ごとに、上水道・地下水・河川水・湧水・

汚染水等の区分を記入してください。 

用水使用量の欄には、当該区分ごとに、１日当たりの通常及び最大の用水量を記入してく

ださい。 

 

※ 特定施設の構造等変更届出にあっては、変更する事項について変更前と変更後の内容を対

照としてください。 

 

 

別紙６ 

 

用水及び排水の系統 

 

用水及び排水の系統 

a 

用 途 別 

用水使用量 

    b 

用    途 使  用  水 用水使用量（ｍ3／日） 

めっき工程用水 上水道 30 

一般工場用水 上水道 20 

冷却水 井戸水 10 

   

   

   

 

上水道 

めっき工程 

排水処理 

排水口１ 

一般排水 

井戸水 

間接冷却 

合併処理槽 

排水口２ 

産業廃棄物 

10 ㎥／日 

10 ㎥／日 

10 ㎥／日 

(pH7.0) 

50 ㎥／日 

30 ㎥／日 20 ㎥／日 

20 ㎥／日 30 ㎥／日 

50 ㎥／日 

(pH7.0) 

（洗浄水） 
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⑧ 各種添付図面等 

ア 工場又は事業場付近の見取図 ··································································  第１図 

イ 工場又は事業場の建物及び特定施設の配置図 ·············································  第２図 

  （この配置図には、用水の給水経路を青で、排水の排水経路を 

   赤で記入してください。） 

ウ 特定施設の構造図（寸法が記載されたカタログの写し等） 

エ 汚水等の排出又は発生及び汚水の処理に係る操業系統図（フローシート） ·······  第３図 

オ 汚水等の処理施設の構造を示す図面（主要寸法の記載された設計図等） 

カ 汚水等処理施設の性能等を記載した書類 

例）設計計算書、施設仕様書、型式適合認定書（合併浄化槽の場合）、実験成績書等 

 

 

 

第１図 工場又は事業場付近の見取り図 

 

 

 

※【排水経路】事業場排水口 → 側溝（水路） → △△川 → ○○川 → 千曲川 

（主要河川までの排水経路を具体的に記載してください。） 

 

森林公園 

○○株式会社○○事業所 

N 

排水経路を→で示す 

至 長野 

→ ○○川 → 千曲川 

△ 
△ 

川 
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第２図の１ 工場又は事業場の建物及び特定施設の配置図 

 

 

 

  

 

 

第２図の２ 工場内の特定施設配置図 

  

特定施設 

Ｂ－１ 

めっき工場 

処理施設１ 

排出口２ 

排出口１ 

用水系統を        で示す 

排水系統を        で示す 

特定施設 

 

部品製造工場 

（間接冷却） 

事務所 

処
理
施
設
２ 

井戸 

雨水 

特定施設 B-1 
浸漬式表面処理 
（表面処理施設） 

特定施設 B-2 
全自動バレル回転式 
（電気めっき施設） 

流し台 水 
排水口 
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第３図 汚水等の排出又は発生及び汚水の処理に係る操業系統図（フローシート） 

 

 

  

研  磨 

脱  脂 

水  洗 

酸  洗 

水  洗 

特定施設排水 

雑排水 洗  浄 

脱  脂 

酸  洗 

中  和 

水  洗 

（表面処理施設） （電気めっき施設） （生活排水） （入浴施設） 

冷却装置 

（間接冷却施設） 

排水口２ 排水口１ 

沈 砂 池 

荒目スクリーン 

ば っ 気 槽 

沈 で ん 槽 

接 触 酸 化 槽 

汚泥返送 

ス ク リ ー ン 

消 毒 槽 

参考 緊急時の連絡方法等 

電 話 ○○○○－○○－○○○○ 

担当者職氏名 主任  △△ △△ 

従 業 員 数 ○○人 

主要事業内容 電気部品製造業 

そ の 他 夜間は警備保障会社に管理委託 
 

排水処理施設 

（ 連 続 式 ） 

めっき浴 

水  洗 
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(2) 66－３ 旅館業 

① 特定施設（有害物質貯蔵指定施設）設置（使用、変更）届出(様式第１) 

ア 記入例 

様式第１（第３条関係）（表面） 

ａ 

特定施設（有害物質貯蔵指定施設）設置（使用、変更）届出書 

                                 ｃ 

年  月  日 

 

  〇〇地域振興局長 様 

                      ｄ 

〇〇観光株式会社 

                      届出者 〇〇市□□町 1234 番地 

                          代表取締役 〇〇 〇〇 

                          電話：〇〇〇－〇〇〇－〇〇〇〇 

 

  水質汚濁防止法第５条第１項、第２項又は第３項（第６条第１項又は第２項、第７条）の規定に 

より、特定施設（有害物質貯蔵指定施設）について、次のとおり届け出ます。 

工場又は事業場の名称 ｅ 〇〇〇〇ホテル ※整理番号  

工場又は事業場の所在地 
ｆ 〒〇〇〇－〇〇〇〇 

  〇〇郡〇〇村 5678 番地 
※受理年月日 年  月  日 

第
５
条
第
１
項
関
係 

特定施設の種類 

ｇ 66 の３ 旅館業 

   イ ちゅう房施設 

   ロ 洗濯施設 

   ハ 入浴施設 

※施設番号  

有害物質使用特定施設の該当の

有無 
ｈ 有 ✓   無 ✓ ※審査結果  

△特定施設の構造 別紙１のとおり ※備 考  

△特定施設の設備（有害物質使

用特定施設の場合に限る。） 
別紙１の２のとおり 

△特定施設の使用の方法 別紙２のとおり 

△汚水等の処理の方法 別紙３のとおり 

△排出水の汚染状態及び量 別紙４のとおり 

△排出水の排水系統別の汚染状

態及び量 
別紙５のとおり 

△排出水に係る用水及び排水の

系統 
別紙６のとおり 

第
５
条
第
２
項
関
係 

有害物質使用特定施設の種類 ｉ 

△有害物質使用特定施設の構造 別紙７のとおり 

△有害物質使用特定施設の使用

の方法 
別紙８のとおり 

△汚水等の処理の方法 別紙９のとおり 

△特定地下浸透水の浸透の方法 別紙 10 のとおり 

△特定地下浸透水に係る用水及

び排水の系統 
別紙 11 のとおり 
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様式第１ （裏面） 

第
５
条
第
３
項
関
係 

有害物質使用特定施設又は有害

物質貯蔵指定施設の別 

ｊ□ 有害物質使用特定施設 

□ 有害物質貯蔵指定施設 

  

△有害物質使用特定施設又は有

害物質貯蔵指定施設の構造 
別紙 12 のとおり 

△有害物質使用特定施設又は有

害物質貯蔵指定施設の設備 
別紙 13 のとおり 

△有害物質使用特定施設又は有

害物質貯蔵指定施設の使用の

方法 

別紙 14 のとおり 

△施設において製造され、使用

され、若しくは処理される有

害物質に係る用水及び排水の

系統又は施設において貯蔵さ

れる有害物質に係る搬入及び

搬出の系統 

別紙 15 のとおり 

 

 備考 １ 特定施設の種類の欄及び有害物質使用特定施設の種類の欄には、令別表第一に掲げる号番号 

及び名称（指定地域特定施設にあつては、名称）を記載すること。 

    ２ 有害物質使用特定施設の該当の有無の欄には、該当するものにレ印を記入すること。なお、 

     有害物質使用特定施設に該当しない場合には、別紙１の２を提出することを要しない。 

    ３ 有害物質使用特定施設又は有害物質貯蔵指定施設の別の欄には、該当する施設にレ印を記入 

     すること。 

    ４ △印の欄の記載については、別紙によることとし、かつ、できる限り、図面、表等を利用す 

     ること。 

    ５ ※印の欄には、記載しないこと。 

    ６ 排出水の排水系統別の汚染状態及び量については、指定地域内の工場又は事業場に係る届出 

     所に限つて欄を設けること。 

    ７ 変更届出の場合には、変更のある部分について、変更前及び変更後の内容を対照させること。 

    ８ 届出書及び別紙の用紙の大きさは、図面、表等やむを得ないものを除き、日本産業規格Ａ４ 

     とすること。 

 

 

イ 記入上の注意 

ａ 届出の種類   ｂ 該当条項 

届出の内容により、不要な部分を二重線で抹消してください。 

（参考）法第５条第１項 工場・事業場から公共用水域に水を排出する者が、特定施設を設置しようとする場合 

     第５条第２項 工場・事業場から地下に有害物質使用特定施設に係る汚水等（これを処理したものを

含む。）を含む水を浸透させる者が、有害物質使用特定施設を設置しようとする場合 

     第５条第３項 上記以外の者が有害物質使用特定施設を設置しようとする場合又は有害物質貯蔵指

定施設を設置しようとする場合 

     第６条第１項 従来、特定施設等でなかった施設が特定施設等に指定された場合 

    第６条第２項 指定地域において、従来、指定地域特定施設でなかった施設が指定地域特定施設に指

定された場合等 

     第７条    第５条又は第６条の届出をした者が、届出事項を変更する場合 

ｃ 届出年月日 

地域振興局へ届出書を提出する日付を記入してください。 
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ｄ 届出者  

個人営業にあっては、営業者の住所・氏名・電話番号を記入してください。 

法人の場合は、法人名・本社の所在地・代表者氏名・電話番号を記入してください。代表

権を有しない工場長等が届け出する場合は、工場等の名称・工場等の所在地・代理人役職名

及び氏名・電話番号を併記してください。この場合、代表者からの委任状（様式任意）が必

要となります。 

ｅ 工場又は事業場の名称 

当該届出に係る工場又は事業場の名称を記入してください 

ｆ 工場又は事業場の所在地 

当該届出に係る工場又は事業場の所在地を記入してください 

ｇ 特定施設の種類 

当該届出に係る特定施設の種類を、政令別表第１（p.53 参照）に掲げる番号及び名称から

選んで記入してください。 

複数の業種を兼ねる事業場の場合は、該当するもの全てを記入してください。 

ｈ 有害物質使用特定施設の該当の有無 

該当するものに✓印を記入してください。なお、有害物質使用特定施設に該当しない場合

には、別紙１の２を提出する必要はありません。 

ｉ 有害物質使用特定施設の種類 

当該届出に係る有害物質使用特定施設の種類を、政令別表第１（p.53 参照）に掲げる号番

号及び名称から選んで記入してください。 

ｊ 有害物質使用特定施設又は有害物質貯蔵指定施設の別 

該当するものに✓印を記入してください。 

※「別紙○のとおり。」という記載について、別紙の添付のないものについては適宜削除し

てください。 
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② 特定施設の構造（別紙１） 

ア 記入例 

別紙１ 

特定施設の構造 

  

工場又は事業場における

施 設 番 号 
ａ   １ ２ ３、４ ５、６ 

特定施設番号及び名称 
ｂ 

66 の３旅館業  イ ちゅう房施設 

型 式 

ｃ 

洗米機 

（水圧式） 

 

洗浄機 

（ブラシ式） 

 

食器洗浄槽 

（１槽式） 

 

容器洗浄槽 

（３層式） 

構 造 
ｄ  

別紙のとおり 

 

別紙のとおり 

 

別紙のとおり 

 

別紙のとおり 

主 要 寸 法 
ｅ  

別紙のとおり 

 

別紙のとおり 

 

別紙のとおり 

 

別紙のとおり 

能 力 ｆ            約 200 食／日 

配 置 
ｇ  

別紙のとおり 

 

別紙のとおり 

 

別紙のとおり 

 

別紙のとおり 

設 置 年 月 日 ｈ            年  月  日 

工 事 着 手 予 定 年 月 日 ｉ          令和２年 ９月２４日 

工 事 完 成 予 定 年 月 日 ｊ          令和２年１１月３０日 

使 用 開 始 予 定 年 月 日 ｋ          令和２年１１月３０日 

そ の 他 参 考 と 

な る べ き 事 項 

ｌ 

 ※宿泊収容人数、入浴利用者数、主要製品等参考となるべき事項を記入 

 備考 １ 配置の欄には、当該特定施設及びこれに関連する主要機械又は主要装置の配置を記載するこ 

     と。 

    ２ その他参考となるべき事項の欄には、当該特定施設が有害物質使用特定施設に該当する場合 

     には、施設の床面及び周囲の構造等を記載すること。 
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別紙１ 

特定施設の構造 

  

工場又は事業場における

施 設 番 号 
ａ   ７ ８ ９、10 11～20 

特定施設番号及び名称 
ｂ 

66 の３旅館業 ロ 洗濯施設 

 

66 の３旅館業 ハ 入浴施設 

型 式 

ｃ 

回転変速式 

ウォッシャー 

（トキワ 65kg/

回） 

洗濯水槽 
大浴場 

（男湯、女湯） 

客室附属浴室 

（10 室） 

構 造 
ｄ  

別紙のとおり 

 

別紙のとおり 

 

別紙のとおり 

 

別紙のとおり 

主 要 寸 法 
ｅ  

別紙のとおり 

 

別紙のとおり 

 

別紙のとおり 

 

別紙のとおり 

能 力 
ｆ            

約 130kg／日 
約 150 人／日 約 40 人／日 

配 置 
ｇ  

別紙のとおり 

 

別紙のとおり 

 

別紙のとおり 

 

別紙のとおり 

設 置 年 月 日 ｈ       年  月  日 年  月  日 

工 事 着 手 予 定 年 月 日 ｉ  令和２年 ９月２４日 令和２年 ９月２４日 

工 事 完 成 予 定 年 月 日 ｊ  令和２年１１月３０日 令和２年１１月３０日 

使 用 開 始 予 定 年 月 日 ｋ  令和２年１１月３０日 令和２年１１月３０日 

そ の 他 参 考 と 

な る べ き 事 項 

ｌ 

 ※宿泊収容人数、入浴利用者数、主要製品等参考となるべき事項を記入 

 備考 １ 配置の欄には、当該特定施設及びこれに関連する主要機械又は主要装置の配置を記載するこ 

     と。 

    ２ その他参考となるべき事項の欄には、当該特定施設が有害物質使用特定施設に該当する場合 

     には、施設の床面及び周囲の構造等を記載すること。 
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イ 記入上の注意 

ａ 工場及び事業場における特定施設の番号 

当該届出に係る工場又は事業場内の特定施設全てに通し番号を付け、その番号ごとに記入

してください。また、添付すべき特定施設内の配置図にそれぞれ対応する通し番号を記入し

てください。 

なお、同一構造のものが複数設置されている場合は、まとめて記入して構いません。 

ｂ 特定施設号番号及び名称 

当該届出に係る（有害物質使用）特定施設の号番号及び名称を、政令別表第１（p.53 参照）

から選んで記入してください。 

ｃ 特定施設の型式 

当該届出に係る（有害物質使用）特定施設のメーカー名、呼称、型式、年式、形状等を記

入してください。 

ｄ 特定施設の構造 

当該届出に係る（有害物質使用）特定施設の主な部分の構造を記入し、構造図又はカタロ

グを添付してください。 

ｅ 特定施設の主要寸法 

当該届出に係る（有害物質使用）特定施設の大きさ、容量等を単位付きで記入し、同一の

施設が複数ある場合には、その数も記入してください。 

ｆ 特定施設の能力 

当該届出に係る（有害物質使用）特定施設の時間当たり又は１日当たりの原材料処分能力、

生産能力等を重量、数、容積等により記入してください。 

ｇ 配置 

当該届出に係る（有害物質使用）特定施設の配置を記入し、配置図等を添付してください。 

ｈ 設置年月日 

使用届出の場合、当該届出に係る（有害物質使用）特定施設の設置年月日を記入してくださ

い。 

特定施設の設置の届出及び特定施設の構造等の変更の届出の場合には、記入不要です。 

ｉ 着手予定年月日  ｊ 完成予定年月日  ｋ 使用開始予定年月日 

設置届出又は構造等変更届出の場合、当該届出に係る（有害物質使用）特定施設の着手、

完成、使用開始のそれぞれの予定日を記入してください。 

なお、届出が受理された日から 60 日を経過した後でなければ、特定施設を設置し、又は

その届出に係る特定施設の構造若しくは使用の方法若しくは汚水等の処理の方法を変更で

きません。 

ｌ その他参考事項 

その他当該届出に係る（有害物質使用）特定施設の構造について、参考となるべき事項が

あれば記入してください。なお、有害物質使用特定施設に該当する場合には、施設の床面及

び周囲の構造等を記載してください。防液堤等については、可能な場合には容量を記載して

ください。 

※ 構造変更届出にあっては、変更しようとする事項について、変更前と変更後の内容を対照で

きるように記入してください。 

※ 当該届出に係る（有害物質使用）特定施設及びこれに関連する主要機械又は主要設備の配置

図等を添付してください 
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③ 特定施設の使用の方法（別紙２） 

ア 記入例 

別紙２ 

特定施設の使用の方法 

 

工場又は事業場における 

施 設 番 号 
ａ   １～６ ７、８ ９～20 

特定施設番号及び名称 

ｂ  

66 の３旅館業 

イ ちゅう房施設 

 

66 の３旅館業 

ロ 洗濯施設 

 

66 の３旅館業 

ハ 入浴施設 

設 置 場 所 
ｃ 

別紙のとおり 

 

別紙のとおり 

 

別紙のとおり 

操 業 の 系 統 
ｄ  

別紙のとおり 

 

別紙のとおり 

 

別紙のとおり 

使 用 時 間 間 隔 ｅ 主として朝夕２回 主として午前中のみ 通日 

１日当たりの使用時間 ｆ     ４時間 ４時間 24 時間 

使 用 の 季 節 変 動 

ｇ 

ピーク期には使用時

間が増加 

特になし 特になし 

原材料（消耗資材を含む。）

の種類、使用方法及び１日

当 た り の 使 用 量 

ｈ 

原材料：米、野菜魚介

類、洗剤 

使用方法：水洗 

１日使用量： 

米 70kg、野菜魚介類

150kg、洗剤 0.5kg 

原材料：洗剤、コーンス

ターチ、メタ珪

酸ソーダ 

使用方法：水洗 

１日使用量： 

洗剤1.5kg、コーンスタ

ーチ1.5kg、メタ珪酸ソ

ーダ1.5kg 

原材料：石けん 

使用方法：入浴 

１日使用量：２kg 

汚
水
等
の
汚
染
状
態 

種類・項目 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 細大 

ｉ  ｐＨ 6.5 6.5 7.5 8.0 6.9 6.5 

ＢＯＤ 200 mg/L 300 mg/L 200 mg/L 230 mg/L 30 mg/L 45 mg/L 

ＳＳ 110 mg/L 150 mg/L 110 mg/L 160 mg/L 7 mg/L 10 mg/L 

大腸菌群数 0 個/cm3 100 個/cm3 0 個/cm3 100 個/cm3 0 個/cm3 500 個/cm3 

       

汚水等の量（m3／日） 

通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 

ｊ 23 46 4 5 50  

そ の 他 参 考 と 

な る べ き 事 項 
ｋ   

昭和 25 年にゆう出し

た温泉を利用 

 備考 汚水等の汚染状態の欄には、当該特定事業場の排出水に係る排水基準に定められた事項について 

   記載すること。 

 



 - 31 - 

イ 記入上の注意 

ａ 工場又は事業場における特定施設の番号  ｂ 特定施設号番号及び名称 

別紙１に同じ。 

ｃ 設置場所 

当該届出に係る工場又は事業場に係る付近の案内図及び全体の配置図を添付し、特定施設

の設置場所を明示してください。 

ｄ 操業の系統 

当該届出に係る（有害物質使用）特定施設を含む操業系統（フローシート）を明示してく

ださい。 

ｅ 時間間隔 

当該届出に係る（有害物質使用）特定施設を継続的に使用する場合、その時間間隔を記入

してください。 

ｆ １日当たり使用時間 

当該届出に係る（有害物質使用）特定施設の通常の状態における実使用時間を記入してく

ださい。 

ｇ 使用の季節的変動 

当該届出に係る（有害物質使用）特定施設の使用において季節変動がある場合、その状況

を記入してください。 

ｈ 原材料（消耗資材を含む。）の種類、使用方法及び１日当たりの使用量 

当該届出に係る（有害物質使用）特定施設を含む作業工程において使用する、全ての原材

料（消耗資材を含む。）の種類、具体的な使用方法及び１日当たりの平均使用量を記入してく

ださい。 

ｉ 汚水等の汚染状態 

政令により、排水基準が定められている有害物質及び生活環境項目のうち、使用されてい

る原材料、使用薬品の成分等を考慮して、当該届出に係る（有害物質使用）特定施設から排

出される汚水又は廃液に含まれているものについて、通常値及び最大値を記入してください。 

なお、ここに記入すべき汚染状態を表す項目には、その汚水又は廃液が処分されるか否か、

又は循環使用されるか否かにかかわらず記入してください。 

ｊ 汚水等の量 

当該届出に係る（有害物質使用）特定施設から排出される汚水又は廃液の量で、１日当た

りの通常量及び最大量を記入してください。 

なお、ここに記入すべき量には、その汚水又は廃液が処理されるか否か、又は循環使用さ

れるか否かにかかわらず、全量を記入してください。 

ｋ その他参考となるべき事項 

当該届出に係る（有害物質使用）特定施設において、製造・使用・処理している有害物質

等について記入してください。 

 

※ 構造変更届出にあっては、変更しようとする事項について、変更前と変更後の内容を対照

できるように記入してください。 
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④ 汚水等の処理の方法（別紙３） 

ア 記入例 

 別紙３ 

汚水等の処理の方法 

 

工場又は事業場における 

施 設 番 号 
ａ  処理施設１ 処理施設２ 処理施設３ 

処 理 施 設 の 設 置 場 所 ｂ  別紙のとおり 別紙のとおり 別紙のとおり 

設 置 年 月 日 ｃ  年  月  日   年  月  日   年  月  日 

工 事 着 手 予 定 年 月 日 ｄ           令和２年 ９月２４日 

工 事 完 成 予 定 年 月 日 ｅ           令和２年１１月３０日 

使 用 開 始 予 定 年 月 日 ｆ           令和２年１１月３０日 

種 類 及 び 形 式 ｇ  ろ過沈でん槽 合併処理槽 下水道 

構 造 ｈ  コンクリート造 ＦＲＰ  

主 要 寸 法 ｉ  11m×２m×2.5m ８m×３m×4.2m  

能 力 ｊ   54 m3／日 60 m3／日  

処 理 の 方 法 ｋ ろ過及び沈でん 活性汚泥法  

処 理 の 系 統 ｌ  別紙のとおり 別紙のとおり  

集 水 及 び 導 水 の 方 法 ｍ ＶＰ管、自然流下 ＶＰ管、ポンプ圧送 ＶＰ管 

使 用 時 間 間 隔 ｎ   終日 終日 終日 

１日当たりの使用時間 ｏ   24 時間 24 時間 24 時間 

使 用 の 季 節 変 動 ｐ  特になし 特になし 特になし 

消耗資材の１日当たりの

用 途 別 使 用 量 
ｑ   なし なし なし 

汚
水
等
の
汚
染
状
態
及
び
量
ｒ 

種類・項目 
通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 

処理前 処理後 処理前 処理後 処理前 処理後 処理前 処理後 処理前 処理後 処理前 処理後 

pH 7.0 7.0 6.5 6.5 7.0 7.0 6.5 6.5     

ＢＯＤ（mg/L） 135 115 210 160 200 15 260 25     

ＳＳ（mg/L） 76 70 115 100 150 25 200 40     

大腸菌群数（個/cm3） 0 0 100 100 5000 1000 10000 2000     

       

量（m3／日） 27 27 42 71   

残さの種類、１月間の種
類別生成量及び処理方法 

ｓ 
汚泥 0.8t/月、バキュ
ームカーによる抜取 

汚泥 2.0t/月、バキュー
ムカーによる抜取 

 

排 出 水 の 排 出 方 法 
ｔ 

処理施設２に導入 

ポンプアップにより排

出口１に排出 

下水道（排出口２）に

排出 

そ の 他 参 考 と 

な る べ き 事 項 

ｕ 

特定施設１～８から流

入、汚泥は〇〇市１－

２、（株）〇〇に処理委託 

 

処理施設１から流入、汚

泥は〇〇市１－２、（株）

〇〇に処理委託 

特定施設９～20 から

流入 

 備考 １ 汚水等の汚染状態の欄には、当該特定事業場の排出水に係る排水基準に定められた事項につい    

て記載すること。 

    ２ 排出水の排出方法の欄には、排出口の位置及び数並びに排出先を含め記載すること。 
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イ 記入上の注意 

ａ 汚水処理施設の施設番号 

当該届出に係る工場又は事業場内の特定施設の汚水処理に係る施設すべてに通し番号を

付して、その番号ごとに汚水等の処理の方法を記入してください。汚水処理施設としては、

浄化槽やろ過沈殿槽、グリストラップなども含まれます。下水道接続の場合も汚水処理施設

のひとつとして記入してください。 

なお、添付すべき工場又は事業場の建物及び特定施設の配置図にそれぞれ対応する通し番

号を記入してください。 

ｂ 処理施設の設置場所 

当該届出に係る工場又は事業場全体の配置図を添付し、処理施設を明示してください。 

ｃ 設置年月日 

使用届出の場合、当該届出に係る（有害物質使用）特定施設の設置年月日を記入してくだ

さい。 

特定施設の設置の届出及び特定施設の構造等の変更の届出の場合には、記入不要です。 

ｄ 着手予定年月日  ｅ 完成予定年月日  ｆ 使用開始予定年月日 

設置届出又は構造等変更届出の場合、当該届出に係る（有害物質使用）特定施設の着手、

完成、使用開始のそれぞれの予定日を記入してください。 

ｇ 種類及び型式 

当該汚水処理施設の種類、型式等を記入し、汚水等処理施設の性能等を記載した書類を添

付してください。 

例）設計計算書、施設仕様書、型式適合認定書（浄化槽を設置する場合）、実験成績書等 

ｈ 構造 

当該汚水処理施設の構成材料等を記入してください。 

ｉ 主要寸法 

当該汚水処理施設の縦、横、深さ、容量等を単位付きで記入してください。 

ｊ 能力 

当該汚水処理施設の時間当たり又は１日当たりの汚水処理能力等を記入してください。 

ｋ 処理の方法 

「活性汚泥法」「凝集沈殿法」「電気分解法」等の処理の方式を記入してください。 

ｌ 処理の系統 

当該汚水処理施設の処理に係る操業系統図（フローシート）を添付してください。 

ｍ 集水及び導入の方法 

汚水等をどのようにして汚水処理施設に導いているか、その管材や方法等を記入し、集水

及び導水系統を配置図に図示してください。 

ｎ 使用時間間隔 

当該汚水処理施設を使用する時間帯、間隔を記入してください。 

ｏ １日当たりの使用時間 

当該汚水処理施設の通常の状態における１日当たりの使用時間を記入してください。 

ｐ 使用の季節変動 

当該汚水処理施設の使用において季節的変動がある場合その状況を記入してください。 

ｑ 消耗資材の１日当たりの用途別使用量 

当該汚水処理施設について、汚水等を処理するために必要な消耗資材（中和、凝集、酸化
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その他の化学反応に供する薬品等）について、１日当たりの使用量を用途別に記入してくだ

さい。 

ｒ 汚水等の汚染状態及び量 

処理される汚水等について、通常水量及び最大水量を処理の前後別に記入するとともに、

排水基準が定められている有害物質及び生活環境項目のうち、当該汚水処理施設で処理する

ものについて、通常値及び最大値の水質を処理の前後別に記入してください。 

ｓ 残さの種類、１月間の種類別生成量及び処理方法 

汚水の処理によって生ずる汚泥等の１月当たり種類別生成量とその処理の方法を具体的

に記入し、業者委託にあってはその業者の所在地及び名称を参考事項欄に付記してください。 

ｔ 排出水の排出の方法 

工場又は事業場から排出される排出水について、その排出先及び排出方法について記入し

てください。下水道へ排出する場合もその旨を記入してください。 

ｕ その他参考となるべき事項 

別紙１、別紙２の特定施設と当該汚水処理施設の関係等を記入してください。 
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⑤ 排出水の汚染状態及び量（別紙４） 

ア 記入例 

 別紙４ 

排出水の汚染状態及び量 

 

工場又は事業場における 

施 設 番 号 
ａ     排出口１ （参考） 排出口２ 

排

出

水

の

汚

染

状

態 

ｂ 

種類・項目 通 常 最 大 通 常 最 大 

pH 7.0 6.5 〇 〇 

ＢＯＤ 15 mg/L 25 mg/L 〇 mg/L 〇 mg/L 

ＳＳ 25 mg/L 40 mg/L 〇 mg/L 〇 mg/L 

大腸菌群数 1,000 個/cm3 2,000 個/cm3 〇 個/cm3 〇 個/cm3 

     

     

     

排出水の量（m3／日） ｃ 
通 常 最 大 通 常 最 大 

42 71 〇 〇 

その他参考となるべき事項 

ｄ  

排出口１は側溝→〇〇川→△△川→千曲川へ排出 

排出口２は下水道接続 

 備考 排出水の汚染状態の欄には、当該特定事業場の排出水に係る排水基準に定められた事項について 

   記載すること。 

 

イ 記入上の注意 

ａ 排出口番号 

「工場又は事業場」から公共用水域へ排出される、又は排出されることが考えられるすべ

ての排出口（雨水や湧水が流出する口も含む。）通し番号を付し、その番号ごとに記入してく

ださい。 

ｂ 排出水の汚染状態  ｃ 排出水の量 

当該事業場の一般的な操業状態における、当該排出口からの１日当たりの通常及び最大の

排出量並びに水質の汚染状態を記入してください。 

なお、排出量にあたっては雨水の排出量は平均０m3/日とし、水質にあっては汚水等の性状

に応じた項目を記入してください。また、窒素、燐規制対象湖沼流域（p.59 を参照。）にあ

る平均排水量 50 m3/日以上の事業場については、全窒素、全燐の項目も記入してください。 

ｄ その他参考となるべき事項 

排出水の排水経路、排出の種別等を記入してください。 

 

※ 別紙４により届け出た項目については、排出水の汚染状態の測定が必要です。詳しくは p.51

を参照してください。 

※ 下水道・共同処理施設等へ排出される部分は、排出番号の欄に（参考）と記入しその旨を参

考事項に付記してください。 
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⑥ 用水及び排水の系統（別紙６） 

 ア 記入例 

 別紙６ 

用水及び排水の系統 

  

用水及び排水の系統 

         ａ 
別紙のとおり 

用途別用水使用量 

        ｂ 

用途 使用水 用水使用量（m3／日） 

ちゅう房用水 上水道 23 

ボイラー用水 上水道 1 

入浴用水 温泉 50 

浴場上り用水 上水道 20 

洗濯用水 上水道 4 

   

 

 

イ 記入上の注意 

ａ 用水及び排水の系統 

当該届出に係る施設の前後の用水及び排水の系統図を記載（別紙添付でも可）し、水量の

ほか、主な水質項目の値を記入してください。 

ｂ 用途別用水使用量 

当該届出に係る工場又は事業場の特定施設ごと及び一般工場水、事業所系に区分し、その

区分名を記入してください。また、当該用途区分ごとに、上水道・地下水・河川水・湧水・

汚染水等の区分を記入してください。 

用水使用量の欄には、当該区分ごとに、１日当たりの通常及び最大の用水量を記入してく

ださい。 

 

※ 特定施設の構造等変更届出にあっては、変更する事項について変更前と変更後の内容を対照

としてください。 
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⑦ 各種添付図面等 

ア 工場又は事業場付近の見取図 ··································································  第１図 

イ 工場又は事業場の建物及び特定施設の配置図 ·············································  第２図 

  （この配置図には、用水の給水経路を青で、排水の排水経路を 

   赤で記入してください。） 

ウ 特定施設の構造図（寸法が記載されたカタログの写しでも可） ······················  第３図 

エ 汚水等の排出又は発生及び汚水の処理に係る操業系統図（フローシート） ·······  第４図 

オ 汚水等の処理施設の構造を示す図面（主要寸法記入のこと。） ·······················  第５図 

カ 汚水等処理施設の性能等を記載した書類 

例）設計計算書、施設仕様書、型式適合認定書（合併浄化槽の場合）、実験成績書等 

 

第１図 工場又は事業場付近の見取り図 

 

 

 

※【排水経路】事業場排水口 → 側溝（水路） → △△川 → ○○川 → 千曲川 

（主要河川までの排水経路を具体的に記載してください。） 

 

森林公園 

○○○○○○ホテル 

N 

排水経路を で示す 

至 長野 

→ ○○川 → 千曲川 

△ 
△ 

川 

リフト 
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第２図の１ 工場又は事業場の建物及び特定施設の配置図 
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第２図の２ ちゅう房内配置図（特定施設内の配置図） 

 

 

第２図の３ 洗濯施設内配置図（特定施設内の配置図） 
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第２図の４ 入浴施設内配置図（特定施設内の配置図） 
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第３図 特定施設の構造図 

 

No.1 水圧洗米機 

No.3、4 食器流し台 
No.5、6 容器流し台 

No.7 回転変速式ウォッシャ 

No.8 洗濯水槽 

 No.2 ブラシ洗機 
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第４図 汚水等の排出又は発生及び汚水の処理に係る操業系統図（フローシート） 

 

洗  浄 

調  理 

配  膳 

下  膳 

洗  浄 

ちゅう房汚水 

し 尿 洗  浄 

ゆ す ぎ 

のりつけ 

脱  水 

乾  燥 
（プレス） 

（ちゅう房施設） （洗濯施設） （し 尿） （入浴施設） 

洗  面 

入  浴 

（入浴施設） 

排水口２ 排水口１ 

沈 砂 池 

荒目スクリーン 

ば っ 気 槽 

沈 で ん 槽 

接 触 酸 化 槽 

汚泥返送 

ス ク リ ー ン 

消 毒 槽 

参考 緊急時の連絡方法等 

電 話 ○○○○－○○－○○○○ 

担当者職氏名 営繕主任  △△ △△ 

従 業 者 数 25 人 

主要事業内容 ホテル業（収容能力 客室 50 室 客数 150 名） 

そ の 他 平成 23 年８月１日営業開始予定 
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第５図 汚水等処理施設構造図 
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